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七里ガ浜小学校ブロック

「地域防災マニュアル」

2025年11月改定

各自治会・町内会用

★震災時、自分の家が安全若しくは無事に避難した方は

外から見える門扉やドアのぶに、白いタオルやハンカチ・蛍光塗料                               
入りの黄色いタスキなどを掲げましょう！

（七小ブロックの共通ルール）



もしもの時、
避難所に避難してくる人は
想像以上に多いかもしれません。

2

追加

2025年7月30日、

カムチャッカ半島付近で発生した地震によ
り日本全国に津波警報が発出されました。

多くの観光客、訪日外国人が

市内の施設に避難。

七里ヶ浜小学校にも

・七高生徒、先生101名

・一般 70名（訪日外国人含む）

・学童生徒、先生30名

合計約200名が避難しました。

夏休み中だったため校舎の一部が

避難スペースとして使用されました。

一方、2024年の合同防災訓練では

避難所として使用される体育館では

約200名の避難生活が適切との試算が

発表されました。

被災状況により、

想定数以上の避難者が

七小に避難することもあります。

あらためて大切なこと
①日頃の備えをしっかりと！

②被災状況に応じた避難行動！（自宅避難・避難所避難）



津波で１３４号が寸断。
七里ガ浜は陸の孤島と化した。

一緒に住んでいるおじいちゃんが負傷。 

自宅にある備蓄品・医薬品はほんの少し。
何としてでも、助けを得なければ。

どこに行けばいいのだろう？

平日、午前中に大きな揺れが来た！ 
主人は都内へ出ているが無事とのこと。

避難所に来てみたが多くの人が
負傷している。

幸い、私は無傷だった。 
避難所で私がすべきことは？

鎌倉に買物に出かけ、 
七里ヶ浜駅を降りたその時

地震が起きた。

津波警報が出ているらしい！
どのルートを辿ってどこに 

避難すればいいの？

真夜中に強い地震が発生し、停電・断水。
その時、どこに避難すればいいのか。

避難先はどこ？
避難先には、

どんな備蓄品があるのだろうか？

こんな時、
あなたならどうしますか？

震災は、
場所•時間•状況を選びません。
もしもの時、私達はどう動くべきか。
感染症防止や訪日外国人増加なども踏まえ                     
防災はどうあるべきか。

2024年に実施した合同防災訓練で出た意見も

含め「地域防災マニュアル」を改訂しました。
是非、ご一読ください。
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下線部
改訂
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１：地域防災マニュアルとは
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居住地域内で被災

各自治会•町内会 の
マニュアル•ルールに

基づき行動

防災ミニ拠点＝避難所「七里ガ浜小学校」へ避難

居住地域外（七里ガ浜近辺）で被災

＊地域防災マニュアルに
基づき行動

＊地域防災マニュアルに基づき活動•生活

•各自治会、町内会で設定された「防災マニュアル」

「防災ルール」は、居住地域から防災ミニ拠点である
七里ガ浜小学校へ避難するまでの指針です。

•この「地域防災マニュアル」は

１）居住地域以外で被災した時の心得
＜例＞
・七里ガ浜２丁目自治会員や七里ガ浜自治会員が、海辺にでかけていた時に
津波が発生→その時、どう避難？

・七里ガ浜町内会員が、西友付近に買い物にでかけていた時に
地震が発生→七里ガ浜小学校にたどり着けないくらいの負傷
→その時、どこに避難？

２）居住地域内外で被災した際、
七里ガ浜小学校でどう避難活動～生活を
行なえばいいか。の心得

の２点を指針を掲げたものです。
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２：想定される震災規模
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①想定被害規模

被害規模は、発生する地震タイプによって異なりますが
• 建物、火災被害により避難者が多くなること
• 訪日外国人の増加により避難者が増えること
• 多数の要援護者支援が必要になること
• 電力、ガス、水道、通信に障害が出ること

などが想定されます。
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下線部
改訂



②想定津波規模
七里ヶ浜地区では

地震発生後約１０分で約５Ｍの津波が到達
するとされています。（想定最大津波高は10.9Ｍ）

それ以上のことも想定し、地震が来たらすぐ避難する
ために避難路を確認しておきましょう。

津波の想定にあたって、鎌倉市は４つの地震ケースを
前提としています。そのうち津波レベルが高いのは
記載の３ケース。
その際、行合川沿いの海抜が低いことから 七

里ガ浜１丁目では津波浸水被害が懸念され
ています。
七里ヶ浜小学校、高台を目指して避難しましょう。

（鎌倉市地域防災計画より）

改訂
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③津波発生のサイン

津波警報が発表された際、鎌倉市が

「防災用無線のサイレンと放送」で注意を発表します。
また、全国の海岸では、「津波フラッグ」で避難を促す取組
みを推進しています。

■サイレンについて

■ 津波フラッグ

津波フラッグは、長方形を四分割した
赤と白の格子模様のデザインです。

縦横の長さや比率に決まりはありませんが、
遠くからの視認性を考慮して、
短辺100cm以上が推奨されています。
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④大雨•洪水- １
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④大雨•洪水- 2
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３：大切な日々の備え
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①情報を知る

1  防災行政用無線（防災かまくら)／気象情報や防災情報などを放送します。

聞こえにくい場合は…0467－43－4119
（＊通常は火災・災害発生情報のほか、消防からのお知らせが流れています。）

2 市のホームページ／http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/

3 防災・安全情報をメール配信

防災・防犯情報をメール配信しています。

携帯は右のQRコードから、

パソコンは https://service.sugumail.com/kamakura/ で登録を。

4 鎌倉エフエム 82.8MHz

災害の発生情報や防災行政用無線の放送内容などを、番組中に割り込みで放送します。

5 J:COM鎌倉（ケーブルテレビ） 地デジ11ch

災害の発生情報や、防災行政用無線の放送内容などを字幕で流します。

（６）鎌倉市災害コールセンター／（災害対応窓口）電話23-3000

市域全体に被害の恐れがあり、市民の皆さんからの問い合わせ窓口を一本化する必要がある場合に市が設置します。

②非常持ち出し品•備蓄品を用意する

■避難するときの 非常持ち出し品

□貴重品（現金・通帳・印鑑・保険証など）

□ヘルメット・防災ずきん

□懐中電灯・ラジオ・予備電池

□非常食（乾パンなど）・飲料水

□救急医薬品・常備薬

□衣類・軍手・ナイフ・缶切り・ろうそく・ライターなど

□七小の床に敷く新聞紙や簡易マットなど

■ 自力で生きるための 備蓄品（最低3日分）
□非常食と飲料水（1人1日3リットル）

□生活用品（カセットコンロ・予備のボンベ・毛布・衣類・トイレットペーパー・ビニール袋ラップ・生理用品など）

□工具類（家屋の倒壊に備え、スコップ・バール・のこぎり・車のジャッキなど）

□簡易トイレなど

■ 感染症発生時の避難に備える（避難に備えて不足が予想されるものを各自用意）

①防災情報を知るために

「鎌倉市の防災メール配信」の登録を
!②「非常持ち出し品＆備蓄品」の用意をしましょう。

鎌倉市の
防災メール配信

□マスク、石鹸(消毒液)、体温計、タオル、スリッパ、ビニール手袋等 14

下線部
改訂
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③自宅のみならず、通勤通学時のなどの
避難場所なども確認しておきましょう。

③避難経路•場所

地図などを見て、どこへ、どの経路で逃げるか、確認しておきましょう。
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④家の内外の安全対策

□家具は人の出入りが少ない部屋に配置 ・就寝中、体

に倒れてこないように配置

転倒・落下を防止する（金具や転倒防止シートなどで）

□通路や出入口には荷物・家具を置かない

□窓・食器棚・額縁などのガラスに飛散防止フィルムを貼る

□水害に備えて土のうを用意する

□就寝時も、すぐはける場所に靴を置く

⑤家族との連絡方法

■災害用伝言ダイヤル 171

災害の発生により、被災地への通話が増加し、電話がつながりにくい状況になった場合にサービスが開始される

「声の伝言板」です。171をダイヤルし、ガイダンスに従って伝言を録音・再生してください。

※普段から避難先(待ち合わせ場所)を決めておきましょう

④家屋内外の安全対策を怠らない。
⑤もしもの時の「連絡方法」を確認しておきましょう。
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⑧災害時に援護が必要な方を、日頃から知っておきましょう。

鎌倉市地域防災計画では

「近年の災害では、情報の入手や自力での避難が困難な災害時要援護者の犠牲者が多くなっています。災
害時要援護者の被害を最小限にとどめるため、市は、国が示した「災害時要援護者の避難支援ガイドライ
ン」（平成18年３月災害時要援護者の避難対策に関する検討会）、「避難行動要支
援 者の避難行動支援に関する取組指針」（平成25年８月内閣府）を基に全体計画を策定します。
さら に、個人情報に配慮しつつ災害時要援護者の情報を庁内で共有・把握するとともに、平常時から地域
において災害時要援護者を支援する体制を整備します。 」

と、災害時要援護者支援の必要性を記載しています。

「災害時要援護者」は、自力で避難することが困難なケースが多いことから、                             
優先的かつ効率的に救助することが重要となります。
そのため、各自治会•町内会で、日常的にその所在を確認し
避難所運営委員会にその情報を提供できるようにすることが必要です。

⑥災害時、高齢者•障害者は特に援護となります。 

近隣に該当する方がいて、避難が困難な場合は、
避難所で運営委員にお知らせください。

私たちに出来ること。
それは、日頃から
近隣の高齢者•障害者の方を気遣い
避難の時も気遣うことです。

先ず、自分の安全を確保。 そ
の上で、皆で助けましょう。
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⑨避難所での生活に備え、日頃の準備をお願いします。

七里ガ浜小学校「避難所運営マニュアル」に、ペットの避難について指針を策定しました。

（策定参考資料：環境省  災害時におけるペットの 救護対策ガイドライン
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h2506/full.pdf）

避難所では「ペット用避難スペース」を確保することを前提とし 飼主各自が用意した
ゲージの中でペットが避難生活を送ります。

•１週間分のエサの準備
•トイレ用品、消毒薬の準備
•リードの準備
•ペットを持ち運ぶことのできるゲージの準備
（避難所では各自が用意したゲージでの生活が基本となります。）

（そのため、ゲージでの生活に慣れておくようにお願いします。）

•飼い主の名前や住所、連絡先を記入した迷子札等を
ペットに装着し、飼い主が

すぐわかるようにしておきましょう。

犬には、狂犬病予防法に基づく鑑札•注射済票を
着けておきましょう。
迷子になった時も飼い主のもとに帰れる可能性が高くなります

＊ペットの避難や備蓄品の備えは、飼い主の責任でしっかりと！

⑦ペットの避難に備えましょう。
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(参考）環境省：災害時におけるペットの救護対策ガイドライン

飼主が行うべき日常の対策①
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(参考）環境省：災害時におけるペットの救護対策ガイドライン

飼主が行うべき日常の対策②
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(参考）環境省：災害時におけるペットの救護対策ガイドライン

飼主が行うべき日常の対策③
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(参考）環境省：災害時におけるペットの救護対策ガイドライン

飼主が行うべき日常の対策④
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(参考）環境省：災害時におけるペットの救護対策ガイドライン

飼主が行うべき日常の対策⑤
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2020年に感染が拡大した新型コロナウィルスなど
感染症発生時には、感染防止に対応した

「特別な避難対策」が必要となります。
（策定参考資料：神奈川県新型コロナウィルス感染症を踏まえた避難所運営ガイドライン参照版）

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/63209/covid19shelterguideline.pdf

■避難所の「密状態」を回避するため、先ず自宅の災害の
危険性を確認し、自宅で居住が継続できる場合は自宅避難も検討

■自助の備えとして親戚や友人の家など
避難所以外への避難も検討

■避難に備えて不足が予想されるマスク、石鹸(消毒液)、
体温計、タオル、スリッパ、ビニール手袋等は、各自で用意

■服薬している薬やサプリメント等を用意

■受付時の混雑を避けるため、避難所の受付時に記入する
「避難者カード」（次ページ）を事前に記入し持参する

■避難所に行く際はマスクを着用

■避難所では感染症対策（2ｍ間隔の確保等）を行う

■避難警戒レベル情報を基に、早期避難を行う。

⑧避難時の「感染防止」対策
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避   難   所   名 七里ガ浜小学校

最初に入所した日時 平成 年 月 日 午前･午後 時 分

住 所

電   話   番   号

氏 名 続柄 性別 年齢 入所日時 退所日時 備考

世帯主
又は  
代表者

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

一

緒

に

避

難

し

た

人

月 日 月 日

午前･ 午後 時 分 午前･ 午後 時 分

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

月

午前･ 午後 時

日

分

月 日 月 日

午前･ 午後 時 分 午前･ 午後 時 分

特記事項（ 傷病者等）

要援護者がいる場合、詳細記載
ペットがいる場合、詳細記載
感染防止の観点から持病・疾病がある場合は詳細記載
アレルギー有無についても記載

避難者カード
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50音頭2文字記入欄（例：あい）



４：自宅以外で被災したら
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七里ガ浜近辺での外出時に被災した場合、

防災ミニ拠点「七里ガ浜小学校」か「一時避難場所」に避難！
下記の避難ルートを目安に避難しましょう！

※津波発生時は危険な道路•場所に近づかないでください。
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５：ミニ防災拠点（＝避難所）

「七里ガ浜小学校」へ
避難する
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「ミニ防災拠点（＝避難所）」七里ガ浜小学校へ避難。
火災の延焼拡大により避難所が危険になった場合には
「広域避難所」である七里ガ浜ゴルフ場•鎌倉高校へ。

•地震災害などにより、家屋の倒壊や火災などによって居住場所を失ったとき、ま
たは失うおそれのあるときは、

①まず各自治会•町内会が事前に決めた集合場所へ一時的に避難

②その後、集団でミニ防災拠点（＝避難所）」へ避難します。

私たちの自治会•町内会の

ミニ防災拠点（＝避難所）は

「七里ガ浜小学校」となっています。

・市内または隣接する市の観測地点で震度５強以上の地震が観測されたときには、あら
かじめ指名された市の職員が指定された場所に参集し、災害対策活動に

従事することとしており、拠点ごとに責任者・補助者を置くなどの体
制を敷いています。

•そして、火災の延焼拡大により避難所が危険になった場合に、
煙や輻射熱から私たちの生命を守る広域避難場所へ避難します。

私たち４ブロックの

広域避難場所」は
「七里ガ浜ゴルフ場」 「県立鎌倉高校」
の２箇所です。  （地震が発生しても大火災が起きなければ、ここに避難する必要はありません。）
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•主な備蓄品の内容は

１）サバイバルフーズアルファ米など、火が使えない場合でも
食べることができる食糧品

２）毛布や調理器具、簡易食器などの生活用品

３）工具セットやハンマー、担架など救援作業のための機材

４）その他救急医薬品や簡易トイレなど避難生活に
当面必要となる資機材

が中心となっています。

このほか、市内の各消防署所の敷地内などに設置した
備蓄倉庫にも食糧や資機材の整備を行っており、
災害の状況に応じ活用することになっています。

•また、備蓄品は
1,000名が、３日間生活できる量を目標に備蓄するとなっており
定期的期限切れの備品入れ替えなどを 行っています。

• なお、避難所における 
感染防止を目的とし、
 新たな備品を用意する
 予定です。

備蓄品について。
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避難所（ミニ防災拠点）の防災備蓄物資一覧表 改訂
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感染防止対応として追加した備品一覧
（2020年8月時点）

改訂

アイテム 鎌倉市備蓄 避難所防災倉庫 備 考
➀マスク ６，０００枚 ＊３，０００枚 ＊近日中入荷予定

➁フェイスシールド ２００枚 ７枚 受付にて使用

➂アルコール除菌液 １２０L ＊２L ＊発生時各避難所に配布

➃ハンドソープ 備蓄あり ２５０ｍｌ ５個 指先衛生の確保

➄次亜塩素酸溶液 ﾊｲﾀｰ・容器・備蓄 避難所には近日中配布

➅体温計（非接触方） 備蓄有り 近日中に２個配布 受付時の件検温用（提示検温は避難者持
参）

➆使い捨て手袋 備蓄あり １００枚入り１箱
➇ビニールシート 現状無 現状無 購入予定

➈ブルーシート ロール型有り １ロール カットして使用

➉パーティション 備蓄有り ＊１０個 ＊１０個追加近日

⑪段ボールベット 業者と協定締結済み ２日で配給(数量未定） 滞在所の飛沫感染防止用

⑫養生テープ ７個

備蓄食糧一覧
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